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2026年 10月期 第３四半期決算説明資料（書き起こし）公開に関するお知らせ 

 

当社は、2026年９月 11日、2026年 10月期 第３四半期決算説明会を動画配信という形で公表いたしました。 

当該説明内容について、株主ならびに投資家の皆様への公平な情報開示の観点から、決算説明資料（書き起こし）

として公開することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026年 10月期 第３四半期決算説明資料（書き起こし）の概要 

当資料は、本日公開しました 2026 年 10 月期 第３四半期決算説明会の中で説明を行いました内容を書き起こ

し資料としてまとめ、その内容を共有するものであります。 

ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っております点、ご容赦ください。 

 

２．参考情報 

決算説明動画 URLを以下に掲載しておりますので、併せてご確認いただきますようお願い申し上げます。 

 

【2026年 10月期 第３四半期決算説明会】 

１．公開日時：2026 年９月 11日（金） 15:30～ 

２．説明者 ：代表取締役 CEO 柴原 祐喜 

 

■決算説明会動画はこちらからご確認いただけます 

2026年 10月期 第３四半期決算説明会 

https://irtv.jp/channel/24225 

 

■本件に関するお問い合わせ先: 

株式会社ＦＵＮＤＩＮＮＯ IR担当 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

https://irtv.jp/channel/24225
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfXwY3_MSz1m8KAyjQKMVpb5Sta1uQXRbc8kiXCt58Wpmwc0g/viewform


 

株式会社 FUNDINNO 代表取締役 CEOの柴原でございます。 

 

これより、2026年 10月期 第 3四半期決算について、ご説明いたします。  



 

私たちは、未上場株式市場において、テクノロジーを基盤に、 

証券・印刷・信託・取引所の各機能を統合した、次世代型金融プラットフォームを構築している会社です。 

 

次世代産業を担うスタートアップに継続的なリスクマネーを供給できる仕組みの整備は、 

日本経済の成長と、国際競争力強化の鍵となります。 

 

スタートアップ企業への「リスクマネー供給量」の増加、 

投資家と未上場企業との間の「情報対称性」の確保、 

未上場株式の「流動性促進」など、 

未上場株式市場を取り巻く課題の解決と市場の拡大に取り組んでいます。 

 

我々は、未整備の未上場株式市場において、 

テクノロジーの力で、ゼロからリスクマネーの循環を生み出す仕組みの構築に取り組んでまいりました。 

 

ワンプラットフォームで資金供給のみならず、その後の成長、多様な Exitに繋げるべく、 

日々機能拡張を続けております。  



 

まず、2026年 10月期 第 3四半期決算の概要をご説明いたします。 

・営業収益 1,208百万円 

・営業損失 684百万円 

と、前年同期比で減収となり、営業損失を計上いたしました。 

 

前回、2026年 10月期 第 2四半期決算発表の際にご説明いたしました通り、 

案件創出の難易度が依然として高い状況が続いていることが、減収減益の要因です。 

 

従来は、ある種画一化された基準で案件創出を行う仕組み化により 

効率的かつ飛躍的な事業拡大を狙っておりましたが、 

案件創出の難易度が高まる今、プラットフォームが継続的に成長を続けるためには、 

これまで対応しきれなかったニーズを拾い上げるための「機能実装・強化」が必要であると考え、 

新たな施策を推進しております。 

 

1件 1件の業績寄与は限定的ですが、 

発行会社様の固有の課題に真摯に向き合い案件組成の事例を積み重ねることで 

当社独自のノウハウを蓄積し、盤石なプラットフォーム基盤を築き、更なる発展に繋げてまいります。  



 

（コメントなし）  



 

（コメントなし）  



 

（コメントなし）  



 

では、2026年 10月期 第 3四半期業績をご説明いたします。  



 

2026年 10月期の業績予想は、 

 ・営業収益 1,800百万円 

 ・営業損失 799百万円 

を掲げております。 

 

営業収益の多くを占める「FUNDINNO PLUS+」においては、 

複数の発行会社様において、お取扱い確定前の調整が続いている状況です。 

 

現在見込んでいる案件を今期中にお取扱いし、成約に至るよう、 

発行会社様の課題に寄り添った提案で調整を進めております。  



 

「FUNDINNO PLUS+」における大型案件の不足により、 

当第 3四半期（累計）は、 

 ・営業収益 1,208百万円 

 ・営業損失 684百万円 

と前年同期比で減収、営業損失を計上いたしました。 

 

経常損失以下につきましては、2026年 10月期 通期で厳しい経営環境が続くことを見込んでおり、 

第 2四半期に繰延税金資産を全て取り崩し、法人税等調整額を計上しております。  



 

領域別の営業収益の推移は、こちらをご覧ください。  



 

今期の営業費用は、四半期ベースで 591百万円～661百万円で推移しております。 

 

人件費やシステム構築費を中心とする固定費型の費用構造であり、 

営業収益が増減しても費用は硬直的であることから、 

損益分岐点は、営業収益ベースで四半期あたり約 650百万円と考えております。  



 

当第 3四半期で営業損失を計上したものの、 

 ・現預金 3,873百万円 

 ・自己資本比率 94.7% 

と、盤石な財務状態を維持しております。  



 

続いて、主要 KPIの状況をご説明いたします。  



 

当社では、中長期の戦略として「GMV（流通取引総額）」の拡大を目指しております。 

 

GMVは、当社プラットフォーム上での出資額および株式売買額の総和であり、 

営業収益の拡大に直結する指標であると考えております。  



 

未上場株式の価格調整の遅れや、 

AIによる事業代替リスクを踏まえた当社の案件選別の厳格化、 

Exit構造の変化などにより、 

案件のお取扱い難易度が依然として高い状況です。 

 

これにより、2026年 10月期第 3四半期は、 

 ・10億円超の大型案件は 0件 

 ・5～10億円の案件は 1件 

にとどまりました。 

 

発行会社様・投資家様の対象範囲を広げ、 

マッチングの精度を向上させるための施策の進捗につきましては、後段で詳しくご説明いたします。  



 

新規特定投資家登録は四半期を通じて同水準のペースで増加しております。 

 

特定投資家登録には、年に 1度の契約更新が必要で、期日は一律 7月末に設定されております。 

 

毎年第 3四半期は、更新確認ができなかった投資家様も減少として計上されますが、 

特定投資家数は前四半期を上回る 1,919名となりました。  



 

続いて、市場環境変化への対応策と進捗について、ご説明いたします。 

 

未上場株式市場においては、 

 ・国内スタートアップの調達社数の減少傾向と、調達額の中央値の低下 

 ・特定セクターへの資金集中 

 ・投資家様の選別意識の高まり 

 ・Exit構造の変化 

などが進み、 

資金調達難易度の上昇と、投資家様の選別意識の高まりが顕著な状況です。 

 

一方、未上場株式市場の発展は国策としても位置付けられ、 

規制緩和や税制優遇によって投資環境の整備が進んでいます。 

 

さらに、2030年からの東証グロース市場の上場維持基準厳格化に伴い、 

上場準備期間が長期化することで、成長のための追加資金調達ニーズや、 

未上場株式を保有する株主様の売却ニーズがますます高まると考えております。 

 

我々は、市場変化によるニーズを取り込んだ商品設計を進めることで 

未上場株式市場における金融プラットフォーマーとして成長を続けられると捉えております。  



 

当社の主力事業である「FUNDINNO PLUS+」は、 

2022年 7月に創設された「特定投資家向け銘柄制度（J-Ships）」により展開可能になったサービスで、 

発行会社様・投資家様の調達・投資上限が撤廃されたことで、 

当社事業の飛躍的な成長をけん引してまいりました。 

 

そのため、今期も、発行会社様のお取扱い基準を画一化し仕組み化することで効率的な案件創出を行い、 

飛躍的な事業拡大を目指しておりました。 

 

一方、急激な市場環境の変化を受けて案件創出の難易度が高まる中、 

これまで対応しきれていなかった個社別のニーズを拾い上げるための 

機能実装・ターゲット拡張の優先順位を高める必要が出ております。 

 

スライドの縦軸は投資家様、横軸は発行会社様の Exit手段をお示ししております。 

 

投資家様は、個人投資家様を起点に、事業法人様、機関投資家様、 

自社で組成したファンドによる対象範囲拡大を目指しております。 

 

発行会社様の Exit手段は、これまで IPOを目指す発行会社様のみをお取扱いしてきましたが、 

会社売却を視野に入れる発行会社様へも対象範囲を拡大し、 

個々の資本政策に合わせた付加価値提供を目指しております。  



 

2026年 10月期第 2四半期にご説明いたしました、 

市場環境の変化によって生じた課題と当社の対応方針について、現在時点の進捗を一覧化しております。 

 

1件 1件の業績寄与は限定的ですが、 

発行会社様の固有の課題に真摯に向き合い案件組成の事例を積み重ねることで、 

機能実装やスキーム構築は着実に進捗しております。 

 

具体的な事例を 2つご紹介いたします。  



 

シード期からプレ IPOまで、一気通貫で未上場企業様を支える 

「金融プラットフォーマー」としてのポジションを中長期で強固なものにするため、 

上場前から投資家様の層の拡大に注力してまいりました。 

 

本件を含め、1件 1件の当期業績への寄与は限定的ですが、 

当第 2四半期には事業法人様による出資、当第 4四半期には機関投資家様による出資が、 

それぞれ実現しております。 

 

2026年 8月、りそなアセットマネジメント株式会社様が運用するファンドより、 

株式会社 SkyDrive様への出資が実現いたしました。 

本件におきまして、当社は FAとして仲介および支援を行っております。 

 

発行会社様の多様な資金調達手段やニーズに対し、 

投資家様の層を拡大することでマッチング精度を向上させた事例として、 

来期以降にも実績の積み上げを目指してまいります。 



 

Exit構造の変化によって、会社売却を視野に入れる発行会社様が増加しております。 

 

発行会社様に資金調達ニーズはあるものの、 

株主数の増加を懸念する既存株主様からの反対等で 

調達が進まないケースが増えておりました。 

 

当社では、発行会社様が資金調達を行う際に時間を要する「既存株主様との調整」に対し、 

コンフリクト解消のための「普通株式」と「株主間契約」を組み合わせたスキームを整備いたしました。 

 

発行会社様の課題に寄り添ったご提案により、歩留まり改善と案件創出スピードの向上に繋げてまいります。  



 

東京都の令和 8年度「クラウドファンディングを活用した資金調達支援事業」に採択いただきました。 

 

「FUNDINNO」では、2025年 2月の規制改正により 1案件あたり 5億円未満の調達が可能となりましたが、 

現状では実務上の制約から 1億円以下の調達が中心となっています。 

行政によるこのような負担軽減策は、 

アーリー・ミドルステージにある企業様の資金調達を後押しする、非常に意義のある施策です。 

 

今年度からは、「普通株式」に加え、「新株予約権」も助成対象となりました。 

 

当社では、発行会社様の持続的な成長のため、 

個社のニーズに対応した多様な資金調達手段のご提案を重視しており、 

助成対象の拡大は、その追い風にもなります。 

 

なお、こうした多様な調達を実務面でも支えるため、 

当社では資金調達後の株式管理ツールとして「FUNDOOR」も展開しております。 

普通株式のみならず、新株予約権の管理にも対応し、資金調達後の煩雑な業務をサポートしております。 

 

規制緩和や自治体等の後押しも追い風に、未上場株式市場の発展に寄与してまいります。  



 

未上場株式市場は、 

足元では、市場環境の変化を取り込んだ商品スキームの構築が必要ですが、 

中長期では、次世代産業の育成と日本経済の成長のため 

国の政策も後押しする成長領域であると捉えております。 

 

金融プラットフォームの構築という目指すべきゴールに変わりはなく、 

中長期の GMV拡大に向けて、 

創業時から重視してきた 3領域での盤石なプラットフォーム構築に、引き続き取り組んでまいります。 

  



 

（コメントなし）  



 

（コメントなし）  



 

当社の取り組みにつきましては、 

「IR noteマガジン」および、「IR 公式 X」でも情報発信を行っております。 

 

皆様からのご質問を元にした解説や、 

開示資料だけではお伝えしきれなかった情報の補足などを 

記事を通じて行っておりますので、ご参照ください。 

  



 

2026年 10月期 第 3四半期決算説明は以上でございます。 

 

ご視聴いただき、ありがとうございました。 

  



 

（コメントなし） 


